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　　二戸市議会では、市民の声を聴く二戸市議会では、市民の声を聴く
ために意見箱を設置しました。皆様ために意見箱を設置しました。皆様
からのご意見をお待ちしておりまからのご意見をお待ちしておりま
す。す。
 　 　設置場所：二戸市役所１階・３階設置場所：二戸市役所１階・３階
　　　　　　　浄法寺総合支所１階　　　　　　　浄法寺総合支所１階



令和 6 年 9 月 1 日　　　　　- 2 -- 3 -　　　にのへ市議会だより　72 号

意 見 交 換 会 意 見 交 換 会意 見 交 換 会

二戸市議会
総務常任委員会

　   沼井　賢壮　委員長
　田川　　晃　副委員長
　髙村　人司　委員
　柴田　清克　委員
　菅原　規正　委員
　岩崎　敬郎　委員

君たちはどうする？未来の二戸市

　今回、 意見交換会を実施し

た３校で分かったことは、 生徒

のほとんどが 「二戸市を好き」

と思っていること。

　一方で、 将来の学業や職業

のことを考えると “住む” こ

とを想定していない生徒が多

かった。 このような未来を担う

中高生の生の声を政策提言に

生かしていきたいと考えます。

　今後の 『議会だより』 にも、

意見交換会の様子を掲載しま

す。

　総務常任委員会では、人
口減少対策に関する政策
提言を作成するための調
査研究活動の一環として、
10 年、20 年 後 に 社 会 の
中心的存在となる中高生
の考えや意見を知るため、
意見交換会を企画し、各
学校のご理解とご協力に
より、開催することがで
きました。
　７月５日の金田一中学
校を皮切りに各学校と意
見交換会を行っておりま
す。今回は、３校での意
見交換会の様子を掲載し
ます。

特    集

市内中高生と総務常任委員会 意見交換会

７/31 福岡高校７/31 福岡高校

７/18 浄法寺中学校７/18 浄法寺中学校

７/ ５金田一中学校７/ ５金田一中学校

　あ　し　た



令和 6 年 9 月 1 日　　　　　- 4 -- 5 -　　　にのへ市議会だより　72 号

定 例 会 の 概 要 、 主 な 議 案定 例 会 の 概 要 、 主 な 議 案常 任 委 員 会 で の 審 議

の
方
々
の
協
力
頂
き
、
進
め

て
い
き
た
い
。

問 
今
年
の
被
害
状
況
、
専

門
家
と
の
連
携
は
。

答 

ク
マ
の
目
撃
が
17
件
、

内
農
作
物
被
害
が
２
件
、
イ

ノ
シ
シ
は
ク
マ
以
上
の
目
撃

数
で
、農
作
物
被
害
は
２
件
。

今
後
、
秋
に
か
け
て
農
作
物

被
害
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
電
気
柵
は
、米
沢
、

湯
田
、
舌
崎
等
、
リ
ン
ゴ
を

作
付
け
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

多
く
設
置
さ
れ
、
効
果
は
実

証
さ
れ
て
い
る
。
岩
手
大
学

の
研
究
は
岩
手
県
に
蓄
積
さ

れ
、
県
を
通
じ
て
自
治
体
も

情
報
共
有
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
個
別
の
圃
場
、
個
別
の

対
策
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
、
地
域
の
話
し
合
い
を
通

じ
て
、
地
域
全
体
で
対
策
に

取
り
組
む
形
に
し
て
い
き
た

い
。

問 

天
台
寺
周
辺
地
区
振
興

事
業
の
詳
細
は
。

答 

浄
法
寺
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
実
行
委
員
会
に

１
０
７
６
万
円
、
浄
法

寺
う
る
し
び
合
同
会
社
に

１
７
０
万
円
、
キ
ッ
チ
ン

ガ
ー
デ
ン
利
用
組
合
に
60
万

円
、
二
戸
市
観
光
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
に
60
万
円
、
二

戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

１
７
１
万
円
の
補
助
と
な

り
、
紫
陽
花
の
生
育
促
進
の

た
め
の
剪
定
作
業
、
今
年
度

は
試
験
運
用
だ
が
、
照
明
機

材
を
購
入
し
て
の
夜
間
景
観

づ
く
り
、
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
の
商
品
化
、
ラ
ン
ド
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
育
成
な
ど
を
実

施
し
、
継
続
性
を
も
っ
た
事

業
と
し
て
い
く
。
紫
陽
花
の

剪
定
・
株
分
け
を
し
て
３
年

間
で
６
０
０
０
本
増
や
し
、

ト
ー
タ
ル
で
１
万
本
に
す
る

こ
と
や
御
山
杉
の
葉
の
除
去

等
を
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

問 

条
例
改
正
の
背
景
と
影

響
を
受
け
る
事
業
者
に
つ
い

て
伺
う
。

答 

国
の
少
子
化
対
策
と
し

て
保
育
の
質
の
向
上
を
図
る

た
め
基
準
の
改
正
が
あ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
市
の
事
業
所

で
影
響
を
受
け
る
事
業
者
は

な
い
。

問 

入
札
は
機
種
の
性
能
や

仕
様
を
明
記
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
か
。
そ
の
他
の
物
品

も
仕
様
を
明
記
し
金
額
が
算

出
で
き
る
状
況
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
か
。
パ
ソ
コ
ン
の

耐
用
年
数
は
何
年
か
。

答 

入
札
で
は
機
種
及
び
物

品
の
仕
様
を
細
か
く
記
載
し

数
字
で
示
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
耐
用
年
数
は
５
年
を
見

込
ん
で
い
る
。

問 

二
戸
市
健
康
づ
く
り
都

市
宣
言
事
業
に
つ
い
て
具
体

的
な
計
画
は
。

答 

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
周
知
を
図
る
た
め
、
都
市

宣
言
の
４
つ
の
柱
に
関
す
る

図
画
、
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
を

募
集
し
、
子
供
と
一
般
の
部

で
表
彰
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
最
優
秀
賞
は
市
の
広
報

に
掲
載
し
た
い
。

問 

定
額
減
税
に
つ
い
て
、

転
入
転
出
が
あ
っ
た
際
、
納

税
の
実
績
が
不
明
な
場
合
の

給
付
は
。

答 

事
務
処
理
基
準
日
が
６

月
３
日
で
あ
り
、
課
税
状
況

が
不
明
な
場
合
は
申
請
を
受

け
た
後
に
確
認
を
行
っ
て
対

処
す
る
。

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

産
業
建
設

常
任
委
員
会

す
る
た
め
に
は
、
※
Ｚ
Ｅ

Ｈ
水
準
と
呼
ば
れ
る
も

の
。も
う
一
つ
の
基
準
が
、

省
エ
ネ
基
準
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
断
熱
性
能
な
ど
に

よ
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
、
省

エ
ネ
基
準
に
分
か
れ
る
。

※
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ゼ
ッ
チ
）
…

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
略
語
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
ゼ

ロ
以
下
に
す
る
家
」
と
い

う
意
味
。
使
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
太
陽
光
発
電
や

建
物
の
気
密
性
を
高
め
る

等
で
、
家
庭
で
消
費
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
を
年
間

実
質
的
に
ゼ
ロ
以
下
に
す

る
家
と
い
う
こ
と
。

問 

追
加
と
な
る
事
業
の

詳
細
は
。

答 

折
爪
岳
の
浄
化
槽
更

新
、
日
向
線
、
川
又
穴
牛

線
の
道
路
修
繕
、
浄
法
寺

診
療
所
の
デ
ジ
タ
ル
画
像

診
断
装
置
の
更
新
に
つ
い

て
今
年
度
実
施
す
る
。
起

債
額
は
、
折
爪
岳
の
浄
化

槽
更
新
が
４
９
０
万
円
、

日
向
線
、
川
又
穴
牛
線
の

道
路
修
繕
が
２
０
０
０
万

円
、
浄
法
寺
診
療
所
の
デ

ジ
タ
ル
画
像
診
断
装
置
が

２
０
７
０
万
円
で
あ
る
。

問 

住
ま
い
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
改
修
推
進
事
業
補
助

金
の
詳
細
は
。

答 

住
ま
い
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
改
修
推
進
事
業
補
助

金
は
、
上
限
額
が
70
万
円

と
30
万
円
の
２
通
り
が
あ

る
。
70
万
円
の
基
準
に
達

総　
　
務

常
任
委
員
会

二
戸
市
過
疎
地
域
持
続

二
戸
市
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
の
変
更
に

的
発
展
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

つ
い
て

令
和
６
年
度
一
般
会
計

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第

補
正
予
算
（
第
２２
号
）
号
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

正
予
算
（
第
（
第
２２
号
）
号
）

鳥
獣
被
害
の
状
況
と
対
策

鳥
獣
被
害
の
状
況
と
対
策

二戸市過疎地域持続的発展計画
についての詳細はこちらのＱＲ
コードから↑

二
戸
市
家
庭
的
保
育
事

二
戸
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

す
る
条
例

財
産
（
教
育
用
機
器
）

財
産
（
教
育
用
機
器
）

の
取
得
に
つ
い
て

の
取
得
に
つ
い
て

一
般
会
計

６月定例会

令
和
６
年
度
補
正
予
算
な
ど
全
６
議
案
を
可
決

主
な
議
案
の
内
容

　

令
和
６
年
６
月
定
例
会
は
、

６
月
14
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で

の
15
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
議
会
は
、
令
和
６
年
度
補

正
予
算
な
ど
５
件
の
議
案
が
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
や
３
つ
の
常
任
委
員

会
で
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
５
件

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
請
願
１
件
を
不
採

択
と
し
、
発
議
案
１
件
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
11
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般

に
わ
た
っ
て
市
長
や
教
育
長
の

見
解
を
求
め
ま
し
た
。

○
二
戸
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
府

令
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
二
戸
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

　

事
業
の
追
加
に
よ
り
計
画
の
変
更
を
要

す
る
た
め
、
二
戸
市
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
財
産
（
教
育
用
機
器
）
の
取
得
に

つ
い
て

　

学
校
教
育
の
用
に
供
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
機
器
等
を
買
入
れ
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

可
決

可
決

議
決
案
件　
　

可
決

・
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補
足
給

付
金
給
付
事
業
費    

２
億
６
９
０
１
万
円

　

新
た
に
住
民
税
非
課
税
と
な
っ
た
世
帯

な
ど
へ
の
支
援
給
付
金
並
び
に
定
額
減
税

し
切
れ
な
い
納
税
義
務
者
へ
の
調
整
給
付

金
及
び
給
付
に
係
る
事
務
費

・
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
費     

５
０
万
円

　

二
戸
市
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
を
広
く

周
知
、
啓
発
を
図
る
た
め
の
補
助
金

・
予
防
接
種
助
成
事
業
費  

９
３
１
４
万
円

　

今
年
秋
に
開
始
と
な
る
65
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
係
る
助
成
及
び
接
種
に
係
る
事

務
費

・
健
康
被
害
救
済
事
業
費　

  

１
７
７
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
っ
て
健
康
被
害
を
受
け
た
方
に
対
す

る
給
付
金

・
天
台
寺
周
辺
地
区
振
興
事
業

                            　

１
５
５
０
万
円

　

地
域
資
源
を
核
と
し
た
地
域
産
業
の
活

性
化
並
び
に
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
天
台
寺
周
辺
地
区
の
振
興
に
要
す
る

経
費
に
係
る
補
助
金
並
び
に
事
務
費

・
中
学
校
教
育
振
興
費　

     

１
０
６
万
円

　

部
活
動
の
体
制
整
備
を
行
う
た
め
の
部

活
動
指
導
員
配
置
に
係
る
経
費

○
令
和
６
年
度
二
戸
市
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

国
庫
補
助
金
等
の
交
付
決
定
に
伴
う
事

業
費
の
増
額
と
道
路
や
河
川
な
ど
公
共
施

設
の
整
備
に
係
る
公
共
施
設
等
管
理
者
負

担
金
な
ど
の
増
額
で
す
。

◆
補
正
額　
　
　

    

１
億
３
３
８
７
万
円

補
正
予
算

令
和
６
年
度
一
般
会
計

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）

６月 29 日、市民が多数参加。
天台寺境内での瀬戸内寂聴さん
ゆかりの紫陽花の株分け作業。

○
令
和
６
年
度
二
戸
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

◆
補
正
額　
　

   

６
億
８
９
６
７
万
円

【
主
な
内
容
（
歳
出
）
】

・
一
般
管
理
費
（
総
務
費
）   

１
５
０
万
円

　

裁
判
に
係
る
弁
護
士
へ
の
委
託
料

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
事
業
費　

                          

                                  

３
５
０
万
円

　

住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
向
上
に
要
す
る
経

費
に
対
す
る
補
助
金

可
決

可
決

二
戸
市
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
を

市
民
に
周
知
す
る
の
ぼ
り

　

６
億
８
９
６
７
万
円
を
追
加
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質 疑 、 討 論 、 審 議 結 果 、 賛 否 の 公 表質 疑 、 討 論 、 審 議 結 果 、 賛 否 の 公 表一 般 質 問一 般 質 問

か
ら
と
い
っ
て
同
様
の
症

状
が
起
き
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
体
調
不
良
を
訴

え
る
方
が
い
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

に
臨
ん
で
い
く
の
か
。
広

く
市
民
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
き
る
よ
う
な
体

制
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感

染
症
予
防
接
種
で
は
、

４
０
０
０
円
程
度
の
本
人

負
担
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
同
程
度
の
負
担
と
な

る
よ
う
助
成
を
考
え
て
い

る
。
来
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
国
の
対
応
が
不
透

明
で
あ
る
た
め
、
は
っ
き

り
と
し
た
段
階
で
市
の
対

応
を
考
え
て
い
く
。

問 

健
康
被
害
救
済
事
業
の

医
療
手
当
と
は
。
ま
た
、

申
請
か
ら
決
定
ま
で
２
年

か
か
っ
て
い
る
が
、
時
間

が
か
か
っ
た
理
由
は
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て

健
康
被
害
を
受
け
、
医
療

費
の
支
給
を
受
け
る
方
に

対
し
て
、
入
院
、
通
院
等

に
必
要
な
諸
経
費
と
し
て

月
単
位
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
申
請
は
市
か

ら
県
を
通
じ
て
国
に
対
し

て
行
っ
た
た
め
、
時
間
が

か
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
健

康
被
害
を
受
け
た
方
と
同

じ
バ
イ
ア
ル
か
ら
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
し
た
方
々
へ
の

聞
き
取
り
等
は
行
っ
た
の

か
。

答 

同
じ
バ
イ
ア
ル
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
方
か
ら

健
康
被
害
の
報
告
は
受
け

て
い
な
い
た
め
、
追
跡
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
。
同

じ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

本
会
議
で
の　

　
　
　
質　
疑

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
第
２
号
）

審議結果

議案等 議　案　名　等 審議結果

議　案

  二戸市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
  一部を改正する条例 可決（全員賛成）

  二戸市過疎地域持続的発展計画の変更について 可決（全員賛成）
  財産（教育用機器）の取得について 可決（全員賛成）
  令和６年度二戸市一般会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）
  令和６年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

報　告

  二戸市ふるさと振興株式会社の経営状況について 報告
  二戸市一般会計繰越明許費の報告について 報告
  二戸市下水道事業特別会計繰越明許費の報告について 報告
  二戸市土地区画整理事業特別会計繰越明許費の報告について 報告
  二戸市一般会計事故繰越しの報告について 報告

請　願   現行の健康保険証を残すことを求める請願 不採択（賛成少数）
発　議   議員定数等調査検討特別委員会設置に関する決議 可決（賛成多数）

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です。

議　案　名　等
土
佐
野　
淳 

髙
村　
人
司

柴
田　
清
克

堀
野　
忠
教

菅
原　
規
正

戸
来　
守
和

國
分　
敏
彦

駒
木　
　
昇

田
川　
　
晃

沼
井　
賢
壮

小
田
島
行
伸

出
堀　
満
則

岩
崎　
敬
郎

新
畑　
鉄
男

畠
中　
泰
子

田
口　
一
男

内
沢　
真
申

田
代　
博
之

現行の健康保険証を残すことを求める請願 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ 議 ×

議員定数等調査検討特別委員会設置に関する決議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○

※議長は採決には加わりません。　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対

問答
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
に
つ
い
て
、
こ
の

半
年
間
で
勧
奨
、
周
知
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の
か
。

ま
た
接
種
状
況
と
全
額
公
費

に
よ
る
初
回
接
種
は
今
年
９

月
ま
で
等
の
情
報
提
供
を
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

市
長　

個
別
通
知
や

「
広
報
に
の
へ
」（
６

／
１
号
）
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
内
中
学
校
、
管
内
高

等
学
校
、
医
療
機
関
等
に
ポ

ス
タ
ー
の
掲
出
を
依
頼
し
周

知
に
努
め
て
い
る
。
令
和
６

年
５
月
25
日
時
点
で
、
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者

９
４
９
人
の
う
ち
３
回
目
ま

で
接
種
を
完
了
し
た
人
は

３
０
９
人
、
32
・
６
％
と
伸

び
悩
ん
で
い
る
。
周
知
の
方

法
と
し
て
は
電
話
に
よ
る
勧

奨
、
広
報
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
М
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、
接
種

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
情

報
発
信
を
進
め
る
。 

市
長　
今
年
度
よ
り

市
役
所
本
庁
舎
の
他

７
か
所
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
に
指
定
す
る
。 
ま

た
、
民
間
施
設
に
つ
い
て
は
、

趣
旨
に
賛
同
し
協
力
い
た
だ

け
る
施
設
に
協
定
締
結
を
行

い
順
次
指
定
し
て
い
く
。 

周
知
に
つ
い
て
は
、
市
Ｈ
Ｐ

や
、
広
報
紙
、
カ
シ
オ
ペ
ア

Ｆ
М
等
を
活
用
す
る
と
共
に
、

ア
ラ
ー
ト
発
表
時
に
は
防
災

無
線
も
加
え
て
周
知
す
る
。

防
災
と
気
象
の
両
方

の
知
識
に
精
通
し
た

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

必
要
と
考
え
る
が
、
採
用
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

有
識
者
に
よ

る
岩
手
県
風
水
害
対

策
支
援
チ
ー
ム
も
設
置
さ
れ
、

市
町
村
に
対
す
る
助
言
、
相

談
で
き
る
体
制
も
整
備
さ

れ
て
い
る
。 

気
象
台
で
は
、

気
象
庁
防
災
対
応
支
援
チ
ー

ム
と
し
て
、
市
の
災
害
対
策

本
部
へ
派
遣
さ
れ
最
新
の
気

象
見
通
し
の
解
説
な
ど
、
市

の
活
動
を
支
援
す
る
体
制
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

役
割
や
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
が
、
職
員
と
し
て
配
置

し
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

 

熱
中
症
特
別
警
戒
ア

ラ
ー
ト
発
表
時
、
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
住

民
へ
の
開
放
の
予
定
と
場
所

の
指
定
、
周
知
の
考
え
方
は
。

クーリングシェルターを利用して、
熱中症に気を付けましょう。

　
子
宮
頸
が
ん
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の

電
話
、
広
報
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
М
、

　
　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
情
報
発
信
す
る 

問答

答

田川  　晃  議員 

　一般質問は、議員が市政全般にわたり事業の執行状況
や考え方などを執行機関に質問するものです。

11 人の議員が一般質問

田　川　　　晃　議員　…………………  ７ページ

１．子宮頸がんキャッチアップ接種と今後の対応について

２．異常気象による災害対策と熱中症対策について

戸　来　守　和　議員　…………………  ８ページ

１．新幹線二戸駅周辺地区土地区画整理事業の進捗につい

　   て

２．市内小中学校の部活動地域移行に向けた取り組みにつ

　   いて

土佐野　　　淳　議員　…………………  ８ページ

１.  二戸市教職員働き方改革プランにおいての令和５年度

　　時間外勤務削減目標値の達成状況について

２．学校給食費の値上げに伴う保護者に対しての説明につ

　　いて

３.  二戸市役所におけるカスタマーハラスメントの発生状

　   況とその対応策について

菅　原　規　正　議員　…………………  ９ページ

１．産業技術短期大学校の新設について

２．岩手県立二戸高等看護学院、岩手県立二戸高等技術専

　   門校について

柴　田　清　克　議員　…………………  ９ページ

１．民間と連携し行っている情報発信事業について

２．市内若年層の活力を増進する施策のありよう

３．シティセールスの現状と今後の展開

堀　野　忠　教　議員　…………………  10 ページ

　森林環境整備について

１.  二酸化炭素排出量規制について

２．木質バイオマスについて

３．林業機械等導入事業補助金について

４．鳥獣被害対策について

國　分　敏　彦　議員　………………… 10 ページ

１．学校に行けない子供たちの健康診断について

２．カダルテラスの決算について

沼　井　賢　壮　議員　…………………  11 ページ

１．不登校児童生徒の健康診断と１か月児と５歳児健診につ

　   いて

２．小中学校文化・体育活動に係る補助について

３．市民の所得や市内経済状況から考える人口減少問題につ

　   いて

駒　木　　　昇　議員　…………………  11 ページ

１.  二戸の「宝探し」によるまちづくりについて

２．コミュニティセンターの運営について

田　口　一　男　議員　…………………  12 ページ

１．小規模商店街支援と安比川流域開発の進捗は

２．地域高齢者住居のあり方について

３．相続登記の現状と対応について

畠　中　泰　子　議員　…………………  12 ページ

１．物価高騰対策について

２．子ども・子育て支援事業計画について

問

　
今
後
の
対
応
は

討討  

論論

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す

こ
と
を
求
め
る
請
願

反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　

     

田
口　
一
男  

議
員

　
現
行
の
保
険
証
は
毎
年
自
動
的
に

送
ら
れ
る
の
に
対
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証

は
自
分
で
申
請
、
更
新
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
マ
イ

ナ
保
険
証
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
解
消
し

て
い
な
い
中
、
安
心
し
て
医
療
に
か
か

れ
る
唯
一
の
選
択
が
現
行
の
保
険
証
を

残
す
こ
と
と
考
え
る
た
め
請
願
に
賛
成

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

田
口　
一
男  
議
員

　
人
口
減
少
に
合
わ
せ
た
議
員
定
数

だ
け
に
傾
斜
す
れ
ば
、
特
定
の
側
に
民

意
が
傾
斜
し
、
民
意
が
遠
の
き
、
立
候

補
者
や
投
票
率
が
下
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
市
民
と
の
対
話
を
重
視

す
べ
き
で
あ
り
、
も
し
こ
れ
以
上
議
員

削
減
を
す
れ
ば
、
市
民
の
立
場
に
立
つ

取
り
組
み
方
も
弱
ま
り
、
市
民
の
代
表

と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
た

め
、
今
こ
れ
を
設
置
す
る
時
期
で
は
な

い
と
考
え
反
対
す
る
。

賛
成

賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　

     

畠
中　
泰
子  

議
員

　
医
療
を
受
け
る
国
民
の
権
利
を
確

実
に
保
障
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
保

険
証
は
希
望
す
る
人
が
利
用
す
れ
ば
よ

い
。
現
行
の
健
康
保
険
証
を
使
い
た
い

方
は
現
行
の
保
険
証
を
使
え
る
よ
う
に

す
る
べ
き
で
あ
る
。
健
康
保
険
証
を
廃

止
す
る
国
の
乱
暴
な
や
り
方
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
る
た
め
に
も
請
願
に
賛
成
す

る
。

反  対

　
賛  成

議
員
定
数
等
調
査
検
討
特
別

委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議
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一 般 質 問一 般 質 問

問答

土佐野  淳  議員 

一 般 質 問一 般 質 問

二
戸
市
教
職
員
働
き
方

改
革
プ
ラ
ン
の
令
和
５

年
度
時
間
外
勤
務
削
減
目
標

値
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
長　
令
和
５
年
度

の
時
間
外
勤
務
時
間

数
は
、
小
学
校
が
36
時
間
47

分
、
前
年
度
比
２
・
４
％
増

加
、
中
学
校
は
45
時
間
56
分
、

前
年
度
比
10
・
５
％
の
削
減

と
な
り
、
中
学
校
が
目
標
達

成
と
な
っ
た
も
の
の
、
小
学

校
は
前
年
度
よ
り
増
加
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。

二
戸
市
役
所
に
お
け
る

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
発
生
状
況
と
そ
の
対

応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
昨
年
度
１
件
発

生
し
た
。
具
体
的
に

は
、
市
民
の
方
が
特
定
の
窓

口
に
複
数
回
、
長
時
間
に
わ

た
り
居
座
り
、
過
度
な
要
求

隣
接
す
る
多
く
の
市
町

村
で
学
校
給
食
費
の
無

償
化
が
進
む
中
、
二
戸
市
の

値
上
げ
は
納
得
い
く
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
も
し
、
値
上

げ
に
踏
み
切
る
の
で
あ
れ
ば

子
供
を
通
じ
て
の
文
書
配
布

だ
け
で
は
な
く
、
保
護
者
に

対
し
て
丁
寧
な
説
明
を
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
そ
れ
が
行

わ
れ
た
の
か
伺
う
。

教
育
長　
丁
寧
な
説
明

に
つ
い
て
は
、
私
の

認
識
で
は
保
護
者
に
対
す
る

周
知
の
内
容
と
捉
え
て
い
る
。

通
知
内
容
に
は
添
書
の
１
枚

に
終
わ
ら
せ
ず
に
資
料
を
添

付
し
金
額
を
明
示
し
た
文
書

を
配
布
し
た
。「
顔
と
顔
を

つ
き
あ
わ
せ
て
の
説
明
」
も

丁
寧
な
説
明
だ
と
思
う
が
、

今
回
は
確
実
に
保
護
者
に
届

い
て
ほ
し
い
と
の
願
い
で
文

書
に
よ
る
通
知
を
行
っ
た
。

全
保
護
者
に
文
書
で
学
校
給
食
費
の

改
定
を
お
知
ら
せ
し
た

保
護
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
は

二戸市教職員働き方改革プランより

問問

答

答

菅原  規正  議員 

今
後
の
産
業
技
術
短
期

大
学
校
の
新
設
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

市
長　
県
の
動
き
に
つ

い
て
は
、
現
在
県
立
職

業
能
力
開
発
施
設
再
編
整
備

計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
県

庁
内
部
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
や
計
画
策
定
準
備
委
員

会
を
開
催
し
、
現
状
や
課
題

の
整
理
を
行
っ
て
い
る
と
伺

っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

知
事
や
県
が
県
北
地
域
に
目

を
向
け
て
い
る
こ
の
機
を
逃

さ
ぬ
よ
う
、
設
置
主
体
で
あ

る
県
の
動
向
を
注
視
し
、
今

後
に
お
い
て
も
議
会
、
行
政
、

産
業
関
係
者
や
関
係
機
関
等

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
思
っ
て
い
る
。

①
岩
手
県
立
二
戸
高

等
看
護
学
院
、
②
岩

手
県
立
二
戸
高
等
技
術
専
門

校
と
の
関
わ
り
方
は
。

市
長　

①
当
校
は
県

北
地
域
で
唯
一
の
医

療
人
材
の
養
成
機
関
と
し
て
、

地
域
医
療
の
体
制
確
保
に
お

い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
今
後
も
看

護
実
習
の
受
入
れ
等
を
通
じ

て
地
域
医
療
に
精
通
し
た
人

材
の
育
成
に
協
力
し
、
二
戸

市
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
の

理
念
の
下
に
進
め
る
市
の
取

組
へ
の
興
味
、
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域

医
療
の
担
い
手
と
な
る
人
材

の
確
保
に
連
携
し
て
努
め
て

い
く
。
②
市
と
の
関
わ
り
は
、

学
生
が
進
路
を
決
め
た
り
就

職
活
動
を
行
う
際
に
必
要
な

地
元
企
業
情
報
な
ど
の
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
学
校
と
し

て
も
、
市
内
企
業
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
職
場
体
験

が
行
わ
れ
て
い
る
と
お
聞
き

し
て
い
る
。
産
業
技
術
短
期

大
学
校
の
新
設
な
ど
と
も
併

せ
て
、
今
後
も
地
域
の
産
業

産
業
技
術
短
期
大
学
校
の

知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、

県
北
の
念
願
が
か
な
う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス岩手県立二戸高等看護学院

問答

柴田  清克  議員 

情
報
発
信
事
業
に
お
い

て
、
民
間
連
携
で
現
れ

た
効
果
は
。

市
長　

情
報
発
信
の

効
果
と
し
て
、
市
内

全
体
の
宿
泊
者
数
を
コ
ロ

ナ
前
の
令
和
元
年
度
と
昨

年
度
で
比
較
し
、
元
年
度

６
万
１
１
２
７
人
、
令
和
５

年
度
６
万
７
７
６
９
人
。
令

和
５
年
１
月
か
ら
12
月
の
全

体
の
宿
泊
者
数
に
対
す
る
観

光
利
用
の
割
合
は
39
・
５
％
、

ま
だ
ま
だ
物
足
り
な
い
数
字

だ
と
感
じ
て
い
る
。

高
校
卒
業
者
が
地
元
を

離
れ
る
現
状
を
変
化
さ

せ
る
こ
と
が
急
務
。
地
域
課

題
解
消
へ
向
け
た
若
年
層
の

参
加
推
進
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
進
学
や
就
職
期

に
お
け
る
転
出
は
、
人

口
減
少
の
大
き
な
要
因
。
高

等
教
育
機
関
の
立
地
は
、
多

く
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、

当
市
に
高
等
教
育
機
関
を
設

置
、
誘
致
す
る
こ
と
は
非
常

に
困
難
。
産
業
技
術
短
期
大

学
校
の
新
設
も
、
誘
致
に
向

け
話
し
合
い
な
が
ら
、
あ
わ

せ
て
、
市
外
県
外
に
出
た
方

が
、
ま
た
帰
っ
て
く
る
よ
う

雇
用
の
場
を
確
保
す
る
必
要

も
あ
る
。若い

人
の
社
会
参
加
、

社
会
貢
献
を
促
す
た

め
、
社
会
設
備
の
更
新
を
進

め
る
べ
き
で
は
。

市
長　

二
戸
市
内
各

地
区
の
屯
所
の
ト
イ

レ
の
水
洗
化
や
消
防
車
の
更

新
、
屯
所
の
更
新
等
は
随
時

計
画
的
に
進
め
て
い
る
。
古

い
も
の
か
ら
、
順
次
改
修
し

な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
。

金
田
一
温
泉
地
域
、
九

戸
城
跡
、
二
戸
駅
周

辺
地
区
、
天
台
寺
周
辺
地
区

の
４
エ
リ
ア
の
具
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
施
策
展
開
に
つ
い

て
伺
う
。市

長　

金
田
一
温

泉
地
域
は
、
開
湯

４
０
０
年
の
温
泉
、
プ
ー
ル
、

発
信
・
人
材
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

発
信
と
整
備
を
進
め拠点

に
人
を
集
め
た
い

発
展
に
寄
与
す
る
即
戦
力
と

な
る
よ
う
な
人
材
の
育
成
の

場
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
分

野
の
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
、
加
え
て
当
地
域
内

外
か
ら
の
学
生
を
集
め
る
た

め
に
は
ど
う
い
っ
た
取
組
が

必
要
な
の
か
、
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
く
。

答

問答

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
の

を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
市

で
は
こ
れ
以
上
の
対
応
は
で

き
な
い
旨
を
伝
え
退
去
を
命

じ
た
が
、
要
求
を
続
け
ら
れ

た
た
め
警
察
に
通
報
し
退
去

を
図
っ
た
。
対
応
策
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
、
外
部
講
師

を
招
聘
し
職
員
に
対
す
る
研

修
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
窓
口
へ
の
カ
メ
ラ
の

設
置
、
録
音
機
能
つ
き
電
話

機
の
導
入
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
や
体
制
の
整
備
等

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

リ
ン
ゴ
、
酒
米
な
ど
の
産
業

を
売
っ
て
い
き
た
い
。
九
戸

城
は
、
本
丸
、
ニ
ノ
丸
の
整

備
終
了
か
ら
、
歴
史
民
俗
資

料
館
の
移
転
に
繋
げ
、
歴
史

的
人
物
の
情
報
発
信
も
し
て

い
き
た
い
。
二
戸
駅
周
辺
地

区
は
、
久
慈
、
種
市
、
十
和

田
、
鹿
角
に
向
け
た
バ
イ
パ

ス
を
つ
な
げ
な
が
ら
、
新
幹

線
二
戸
駅
と
広
域
的
な
つ
な

が
り
を
持
た
せ
て
い
く
。
天

台
寺
周
辺
地
区
に
つ
い
て
は
、

令
和
10
年
に
天
台
寺
が
開
山

１
３
０
０
年
を
迎
え
る
。
寂

聴
先
生
の
ア
ジ
サ
イ
で
多
く

の
お
客
さ
ん
が
集
ま
る
よ
う

に
し
た
い
。

　
　
新
設
に
つ
い
て
の
考
え
は

変
わ
る
時
代
に
二
戸
は
ど
う
対
応
す
る
か産業技術短期大学校視察

問答問答

問

問答

答

戸来  守和  議員 

二
戸
駅
周
辺
土
地
区
画

整
理
事
業
の
今
年
度
末

で
の
進
捗
目
標
は
。

市
長　

土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
な
ど
の
予
算
確
保

が
極
め
て
重
要
で
、
事
業
進

捗
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る

こ
と
か
ら
国
庫
補
助
金
配
分

率
向
上
に
努
め
て
き
た
。
今

年
度
は
、
整
理
区
域
内
の
事

業
費
に
新
た
な
国
庫
補
助
金

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
な
る
進
捗
向
上
に
努
め

て
い
く
。
二
戸
停
車
場
線
の

融
雪
施
設
を
含
め
た
車
道
及

び
歩
道
整
備
は
今
年
度
末
で

の
完
了
を
目
指
す
。
枋
ノ
木

市
民
会
館
線
お
よ
び
石
切
所

小
通
り
に
つ
い
て
は
、
車
道

や
歩
道
整
備
お
よ
び
改
良
を

進
め
て
い
く
。
駅
東
口
の
駅

前
広
場
は
未
整
備
の
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
へ
入
り

可
能
な
限
り
早
期
完
成
を
目

指
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
今

年
度
末
で
約
55
・
７
ｈ
ａ
、

63
・
０
％
の
進
捗
目
標
と
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

昨
年
度
行
っ
た
市
内

小
中
学
校
の
部
活
動

地
域
移
行
の
実
態
把
握
の
結

果
を
踏
ま
え
、
地
域
移
行
に

向
け
た
ス
キ
ー
ム
作
り
は
進

ん
で
い
る
か
。

教
育
長　

市
教
委
で

は
、
一
昨
年
度
二
戸

地
区
中
体
連
会
長
と
、
昨
年

度
は
市
内
中
学
校
校
長
と
現

在
の
部
活
動
の
状
況
や
課
題

に
つ
い
て
協
議
し
、
本
年
２

月
に
は
二
戸
市
体
育
協
会
お

よ
び
芸
術
文
化
協
会
を
加
え

地
域
連
携
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
少
子
化
に
伴
い
、
学
校

単
位
で
の
活
動
が
困
難
に
な

っ
て
お
り
、
生
徒
に
と
っ
て

部
活
動
選
択
肢
の
減
少
と
な

る
課
題
と
な
っ
て
表
面
化
し

て
い
る
。
本
年
度
は
現
在
の

部
活
動
を
基
本
と
し
つ
つ
、

拠
点
校
方
式
の
導
入
や
既
存

ス
ポ
少
等
の
枠
組
み
を
活
用

す
る
こ
と
で
生
徒
の
活
動
の

場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
方
向
性

を
確
認
し
て
い
る
。
具
体
的

取
り
組
み
と
し
て
、
部
活
動

指
導
員
を
試
行
的
に
導
入
し
、

令
和
７
年
度
中
に
運
動
部
に

お
い
て
は
地
域
連
携
体
制
を

確
立
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
。

市
内
中
学
校
部
活
動
の

　
　
地
域
移
行
へ
の
取
組
は

試
行
的
に
「
部
活
動
指
導
員
」

を
導
入
す
る　

福
岡
中
特
設
陸
上
部
の
活
動

問答問

部
活
動
指
導
員
か
ら
の
指
導
を
仰
ぐ
。
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問答
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
へ
の
普
及

啓
発
に
努
め
る
と
共
に
、
脱

炭
素
化
を
地
域
内
経
済
循
環

に
も
生
か
す
手
法
や
当
市
に

合
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
情

報
収
集
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。
た
だ
場
所
貸
し
を
し
て

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
が

利
益
を
上
げ
る
と
い
う
と
こ

ろ
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
て
は

い
け
な
い
の
で
、
こ
れ
が
地

域
経
済
や
市
政
に
も
貢
献
し

て
貰
う
よ
う
な
形
で
事
業
が

動
い
て
い
く
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
。

高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
戦
後
に
造
成
し

た
人
工
林
が
本
格
的
な

伐
期
を
迎
え
る
中
、
森
林
資

源
を
循
環
利
用
し
て
い
く
た

今
後
の
森
林
環
境
の
整
備
は

森
林
経
営
に
係
る
意
向
調
査
結
果
を

堀野  忠教  議員 

　

問答
学
校
保
健
法
施
行
規
則

で
は
児
童
・
生
徒
は
年

１
回
６
月
ま
で
に
健
康
診
断

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
学
校
に
行
け
な
い
子

供
た
ち
の
健
康
診
断
は
実
施

さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　
検
診
日
に
受
診

で
き
な
い
場
合
は
、
他

の
学
校
で
実
施
さ
れ
る
健
康

診
断
の
機
会
に
受
診
可
能
な

日
程
を
保
護
者
へ
文
書
に
よ

り
案
内
を
し
て
い
る
。
案
内

し
た
日
程
で
受
診
で
き
な
い

場
合
は
自
費
と
な
る
が
学
校

医
、
か
か
り
つ
け
医
の
医
療

機
関
で
の
受
診
を
案
内
し
て

い
る
。
今
後
学
校
以
外
で
の

健
康
診
断
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
医

師
会
・
歯
科
医
師
会
と
調
整

し
全
て
の
児
童
生
徒
の
受
診

に
つ
な
げ
る
た
め
、
来
年
度

５
月
決
算
な
の
で
、

数
値
結
果
が
出
て
い

る
売
上
高
・
経
常
利
益
・
固

定
費
・
固
定
費
％
、
変
動

費
・
変
動
費
％
を
伺
う
。
ま

た
、
５
年
度
の
問
題
点
と
数

値
結
果
に
つ
い
て
の
市
長
の

見
解
、
６
年
度
の
目
標
売
上

高
・
目
標
利
益
・
変
動
費
予

算
・
固
定
費
予
算
・
目
標
限

界
利
益
率
を
伺
う
。

市
長　

売
上
高

１
億
７
６
０
０
万
円
、

経
常
利
益
は
マ
イ
ナ
ス
、
固

定
費
は
１
億
３
１
０
０
万

円
74
％
、
変
動
費
は

４
６
８
０
万
円
、
26
％
。
問

題
点
と
し
て
は
、
開
業
後
か

ら
厳
し
い
経
営
状
況
に
よ
り

問 カ
ダ
ル
テ
ラ
ス
の
決
算

に
つ
い
て

國分  敏彦  議員 

一 般 質 問

学
校
に
行
け
な
い
子
供
た
ち
の

来
年
度
よ
り
市
が
負
担
す
る
方
向

問答
１
ヶ
月
児
と
５
歳
児
健

診
に
対
す
る
今
後
の
方

向
性
は
。

市
長　
１
ヶ
月
児
健
診

は
、
従
来
か
ら
医
療
機

関
に
委
託
し
て
実
施
し
て
お

り
、
発
育
状
況
や
栄
養
状
況
、

身
体
異
常
の
早
期
発
見
、
子

供
の
健
康
や
育
児
の
相
談
等

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
年
度
よ
り
、
国
の
事

業
内
容
に
沿
う
よ
う
変
更
し
、

よ
り
詳
細
な
相
談
等
に
対
応

し
て
い
る
。

　
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
、

当
市
で
は
５
歳
児
発
達
相
談

と
し
て
平
成
20
年
か
ら
就

学
後
に
お
け
る
不
適
応
を
減

ら
す
と
と
も
に
、
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
。
国
の
５

歳
児
健
診
の
実
施
要
領
で
は
、

医
師
に
よ
る
健
診
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医

師
会
な
ど
関
係
機
関
と
相
談

し
、
実
施
に
向
け
た
体
制
づ

く
り
等
を
進
め
て
い
く
。

市
内
経
済
状
況
の
見
解

は
。

市
長　

コ
ロ
ナ
禍
明

け
の
消
費
の
拡
大
傾

向
で
、
売
上
げ
は
伸
び
て
い

る
が
物
価
高
騰
の
影
響
で
生

産
コ
ス
ト
が
増
加
。
結
果
、

収
益
は
減
少
。
生
産
コ
ス
ト

の
増
加
は
、
商
品
等
に
価
格

転
嫁
で
き
て
い
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
、

事
業
者
や
農
業
の
分
野
で
も

同
様
で
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

二
戸
市
の
関
係
人
口
を

増
や
す
た
め
の
手
だ
て

は
。

市
長　

人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
の
中
、
商
工
業
や
産

業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持

す
る
た
め
に
地
域
や
地
域
の

人
々
と
多
様
に
関
わ
る
関
係

人
口
の
増
加
が
必
要
。
そ
の

た
め
に
、
公
民
連
携
４
地
区

二戸市は、切れ目のない支援を実施しています。

問答
二
戸
の
宝
探
し
に
つ
い

て
不
知
の
市
民
が
増
え

て
い
る
。
再
度
宝
探
し
を
し
、

地
域
の
誇
り
を
掘
り
起
こ
す

考
え
が
あ
る
か
。

市
長　
宝
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
平
成
４
年
に
市
民
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

そ
れ
を
整
理
し
な
が
ら
街
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
地
域
の
宝
を
「
探

す
」「
磨
く
」「
誇
る
」「
伝

え
る
」「
興
す
」
の
５
段
階

に
分
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
れ
を
起
点
に
平
成
12
年
に

は
宝
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
条
例
を
制
定
、
平
成
23
年

に
は
交
流
人
口
の
拡
大
を
目

的
に
全
国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
会
を
当
市
で
開
催
し
、
平

成
30
年
に
は
折
爪
岳
の
ヒ
メ

ホ
タ
ル
生
息
地
が
岩
手
県
天

然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
た
。

二
戸
市
の
ま
ち
づ
く
り
は

「
宝
」
を
原
点
と
し
て
、
地

域
の
皆
様
と
協
力
し
そ
の
価

値
を
高
め
な
が
ら
、
一
つ
ひ

と
つ
産
業
に
結
び
付
い
て
い

く
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
つ
い

て
、
現
状
の
推
進
体
制
の
反

省
や
課
題
は
な
い
か
。

市
長　

令
和
５
年
４

月
に
条
例
が
施
行
さ

れ
、
施
設
利
用
に
つ
い
て

は
社
会
教
育
法
の
適
用
を
受

駒木   昇  議員 

一 般 質 問

５
歳
児
健
診
の
健
康
診
断
は

実
施
に
向
け
た

体
制
づ
く
り
等
を
進
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
の

利
用
基
準
等
を
検
討
し
解
決
を
図
る

答

問答 市
内
経
済
状
況
か
ら

考
え
る
人
口
減
少
問
題

け
な
い
施
設
と
す
る
こ
と
で
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
と

す
る
と
と
も
に
、
市
民
協
働

を
推
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
活
性
化
を
図
っ

て
い
る
。
従
来
の
市
民
サ
ー

ク
ル
活
動
の
ほ
か
、
絵
画
な

ど
の
個
展
や
バ
ザ
ー
・
マ
ル

シ
ェ
な
ど
様
々
な
団
体
の
皆

様
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
一
方
で
、
利
用
緩
和
に

よ
り
利
用
者
間
調
整
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
出

て
き
て
い
る
。
事
業
目
的
で

あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
と
し
て
市
民
サ
ー
ク
ル
や

一
般
利
用
者
が
利
用
し
や
す

い
施
設
運
営
に
し
て
い
く
た

め
、
今
後
の
利
用
状
況
や
既

利
用
者
の
市
民
か
ら
意
見
を

頂
戴
し
、
そ
れ
を
参
考
に
し

な
が
ら
利
用
基
準
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

問答

コミュニティーセンターのギャラリー

実
施
す
る
か

健
康
診
断
は　

め
に
継
続
的
な
森
林
整
備
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
林
業
経
営
体
と
の
協

議
を
重
ね
、
国
交
付
金
な
ど

を
活
用
し
て
導
入
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
く
。
計
画

で
は
今
年
度
と
来
年
度
に
林

業
経
営
体
が
「
ハ
ー
ベ
ス
タ
」

を
各
１
台
ず
つ
購
入
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
、
特
に
ク
マ

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

鳥
獣
被
害
は

年
々
深
刻
化
し
て
お
り
、

ク
マ
の
個
体
数
の
再
調
査
と

調
整
に
つ
い
て
関
係
省
庁
へ

要
望
し
て
い
る
。
地
域
全
体

の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
残
渣
処
理
や
緩
衝
地

帯
の
設
置
な
ど
、
農
家
・
集

落
・
猟
友
会
な
ど
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
地
域
ぐ
る
み
の

被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

へ
は
引
き
続
き
情
報
交
換
し

な
が
ら
処
遇
改
善
を
検
討
し

つ
つ
、
情
報
収
集
し
効
果
を

検
証
し
て
進
め
て
い
く
。

教
育
長　
地
震
・
火
災
発
生

時
・
不
審
者
対
応
な

ど
、
各
学
校
が
作
成

す
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
中
に
、
今
年
度
か
ら
熊

な
ど
野
生
動
物
の
対
応
も
盛

り
込
み
、
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
と
危
機
に
備
え
て
い
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
危
機
に
直
面

し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

指
導
す
る
と
共
に
、
メ
ー
ル

連
絡
網
マ
チ
コ
ミ
を
活
用
し

た
周
知
や
、
保
護
者
に
送
迎

の
協
力
を
仰
ぐ
と
い
っ
た
登

下
校
方
法
の
変
更
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
る
。

答 問

 立木を切り倒すと同時に造材も行う
高性能重機「ハーベスタ」

資
金
不
足
に
陥
り
、
市
か
ら

の
経
営
資
金
貸
付
が
必
要
と

な
り
、
経
営
面
で
の
努
力
不

足
と
市
の
関
与
が
不
足
し
て

い
た
点
を
深
く
反
省
す
べ
き

で
あ
っ
た
。
見
解
と
し
て

は
、
経
営
改
善
計
画
を
策
定

し
、
取
り
組
み
を
進
め
た
結

果
、
徐
々
に
売
り
上
げ
も
増

え
て
き
て
お
り
、
市
も
積
極

的
に
関
与
し
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
令
和
６
年
度
の
目

標
値
は
こ
れ
か
ら
精
査
す
る
。児童・生徒が学校で健康診断を受けられない

場合は、市が負担する方向で検討する。

で
拠
点
づ
く
り
を
行
っ
て
お

り
、
二
戸
な
ら
で
は
の
歴
史

や
伝
統
の
発
信
で
賑
わ
い
の

創
出
と
関
係
人
口
の
拡
大
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。

　
今
年
度
は
、
天
台
寺
周
辺

エ
リ
ア
で
文
化
財
収
蔵
庫
の

改
修
や
漆
器
の
一
貫
生
産
に

向
け
た
鍛
冶
工
房
の
整
備
等

の
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

人
を
引
き
つ
け
る
魅
力
あ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
り
、
関
係

人
口
の
増
加
を
図
り
た
い
。

問答
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

答 問

答

沼井  賢壮  議員 

課
題
解
決
は

よ
り
市
が
負
担
す
る
方
向
で

検
討
す
る
。

全
て
の
児
童
の
受
診
に
つ
な
げ
る
た
め
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一 般 質 問政 務 活 動 費 執 行 状 況

問答
一
極
集
中
型
・
各
所
各

地
域
型
に
用
地
の
利
活

用
を
促
す
べ
き
で
は
。

市
長　
第
２
次
二
戸
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
市
内
７
地
区
の
特
徴

を
生
か
し
進
め
て
き
た
。
安

比
川
流
域
は
、
日
本
を
代
表

す
る
漆
文
化
の
中
心
で
、
天

台
寺
、
サ
イ
ト
ギ
の
歴
史
文

化
が
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て

い
る
地
域
で
あ
り
、
高
速
道

の
利
便
性
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
合

併
当
初
に
策
定
し
た
市
総
合

計
画
の
構
想
の
主
要
事
業
の

中
、
総
合
支
所
周
辺
に
公
共

施
設
の
集
積
と
に
ぎ
わ
い
空

間
づ
く
り
が
掲
げ
ら
れ
て
き

た
。
主
要
基
盤
整
備
と
し
て

浄
法
寺
大
橋
の
整
備
、
保
育

所
線
の
道
路
拡
幅
、
役
場
線

の
歩
道
整
備
、
公
共
下
水
道

を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
の

拠
点
を
生
か
し
整
備
を
進
め

る
。

小
規
模
商
店
街
支
援
と

施
設
の
集
約
等
に
努
め
て
き
た

田口   一男 議員 

問答
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物

価
高
騰
の
市
民
や
地

域
経
済
へ
の
影
響
の
認
識
は
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
の
対
象
外

へ
の
支
援
や
就
学
援
助
等
の

支
援
の
拡
充
、
低
所
得
世
帯

や
２
０
１
８
年
度
以
前
認
定

の
生
活
保
護
世
帯
も
対
象
の

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
、
農
業

者
・
事
業
者
支
援
等
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　

岩
手
県
消
費

者
物
価
指
数
は
、
コ

ロ
ナ
等
の
影
響
前
の
令
和

２
年
の
指
数
を
１
０
０
と

す
る
と
、
令
和
６
年
４
月
は

１
０
９・２
で
、
前
年
比
３
・

１
ポ
イ
ン
ト
増
、
過
去
最

高
値
。
食
料
で
１
１
９・
１
、

光
熱
・
水
道
で
１
１
０・
６

等
、
軒
並
み
上
昇
し
、
市
民

生
活
や
企
業
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
。
実
質
賃
金
は
25
か

月
連
続
減
少
で
賃
上
げ
が
物

価
上
昇
に
追
い
付
い
て
い
な

い
。
国
・
県
の
支
援
状
況
を

踏
ま
え
、
市
と
し
て
今
後
も
、

広
く
市
民
や
事
業
者
等
の
声

を
聞
き
な
が
ら
対
策
を
考
え

て
い
く
。

　
生
活
保
護
世
帯
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
補
助
は
、
国
基
準

順
守
が
基
本
で
あ
り
、
低
所

得
者
世
帯
も
各
家
庭
で
計
画

的
設
置
の
検
討
を
頂
く
も
の

と
考
え
る
。

教
育
長　

当
市
で
は

就
学
援
助
の
準
要
保

護
は
生
活
保
護
基
準
の
１
・

３
倍
以
下
の
世
帯
を
認
定
基

準
と
し
、
支
給
額
は
年
度
ご

と
に
見
直
し
、
児
童
生
徒
が

就
学
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う

運
用
し
、
支
援
が
で
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 子
ど
も
・
子
育
て

物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を

広
く
市
民
や
事
業
者
等
の
声
を
聞
き
、

答

守
る
対
策
は　

冬
季
間
に
お
け
る
高

齢
者
支
援
対
策
は
。

市
長　

近
隣
自
治
体

で
は
冬
季
間
の
生
活

が
困
難
な
地
域
に
住
む
方
が

入
居
さ
れ
る
高
齢
者
生
活
支

援
施
設
を
設
置
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
そ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
見
受
け

ら
れ
ず
、
冬
季
間
の
相
談
も

受
け
て
い
な
い
の
で
、
住
み

慣
れ
た
住
宅
で
の
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
包
括
的
な
高
齢

者
支
援
を
進
め
て
い
く
。

空
き
家
対
策
と
相
続

未
登
記
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長　

市
の
相
続
登

記
の
関
与
は
個
人
的

な
事
情
も
あ
り
、
相
続
人
へ

の
説
明
、
制
度
の
周
知
に
取

り
組
み
な
が
ら
盛
岡
地
方
法

務
局
支
局
や
司
法
書
士
の
相

談
案
内
に
留
め
て
い
る
。
放

置
さ
れ
た
家
屋
や
土
地
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
の
空
き
家

の
管
理
は
困
難
で
あ
る
。
働

き
か
け
に
応
じ
な
い
場
合
、

「
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
で
対

応
を
し
、
市
は
令
和
３
年
度

か
ら
適
正
管
理
や
相
続
窓

口
・
空
き
家
バ
ン
ク
等
の
周

知
を
図
っ
て
い
る
。
相
続
登

記
未
了
の
割
合
は
市
内
の
登

記
物
件
の
う
ち
約
16
％
と
把

握
し
て
い
る
。
空
き
家
の
有

効
活
用
を
図
る
こ
と
が
地
域

経
済
に
も
活
力
維
持
の
点
か

ら
重
要
と
考
え
て
い
る
。
引

き
続
き
空
き
家
バ
ン
ク
の
利

用
促
進
に
努
め
る
。

答 問

安
比
川
流
域
開
発
の
進
捗
は

答 問

浄法寺七夕まつり会場風景

　
　
　
　
対
策
を
検
討
す
る

支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

畠中   泰子 議員 

答

「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
ニ
ー
ズ
調
査
」

で
、
就
学
児
家
庭
の
二
戸
市

の
子
育
て
支
援
の
環
境
へ
の

満
足
度
は
、「
不
満
・
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
不
満
」
が
４

割
を
超
え
た
こ
と
へ
の
認
識

と
第
３
期
計
画
の
基
本
的
考

え
は
。市

長　

ニ
ー
ズ
調
査

で
の
自
由
記
述
の
特

徴
的
な
内
容
は
５
６
４
件
、

主
に
遊
び
場
で
94
件
、
医
療

費
助
成
で
56
件
、
経
済
的
支

援
で
43
件
の
意
見
が
あ
っ
た
。

就
学
前
児
童
の
保
護
者
の
不

満
度
は
減
少
し
、
就
学
児
の

保
護
者
の
不
満
度
は
増
加
し

て
い
る
。
調
査
結
果
や
個
別

の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
分

析
し
、
第
３
期
計
画
に
お
け

る
具
体
的
な
取
組
み
内
容
に

つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

今年度、調査結果を踏まえ、第３期
計画（令和７年～ 11 年度）が策定さ
れる。

　政務活動費は、議員が調査研究や研修、広聴広報、市民相談などの
活動を行う際の経費として交付されるもので、当市では議員１人当た
り月１万円、改選後８万円が交付されました。
　令和５年度の議員ごとの執行状況は下記のとおりです。

※支出の内訳のうち、「人件費」は支出実績がなかったため記載し
ていません。
※交付額８万円を超える支出額は、自己負担となります。
※実支出額が８万円に満たない場合は、残金を市に返還しています。

令和５年度  令和５年度  
政務活動費政務活動費

執行状況執行状況

　政務活動費の収支一覧は市議会ホームページにも掲載していま

す。

　収支報告書等の閲覧を希望する場合は所定の手続きが必要となり

ますので、議会事務局までお問い合わせください。

議 員 名 実支出額
支　出　の　内　訳

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情
活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 事務所費

土佐野　淳 105,490 105,490

髙村　人司 106,600 64,920 41,680

柴田　清克 113,232     12,778 81,454 19,000     

堀野　忠教 55,934    1,650 40,500 13,784

菅原　規正 109,250 1,650 67,100 40,500

戸来　守和 106,750 48,600 17,650 40,500

國分　敏彦 123,682    101,029   2,020 20,633

駒木　　昇 86,987    61,620 20,381     4,986

田川　　晃 128,620       1,650 10,780 43,690    40,500 32,000

沼井　賢壮 102,340     19,720 40,500 30,942 11,178

小田島 行伸 45,350        1,650 43,700

出堀　満則 42,150 1,650 40,500

岩崎　敬郎 87,166     80,000     7,166

新畑　鉄男 61,620 61,620

畠中　泰子 189,280 6,830 4,000 250 95,260 82,940

田口　一男 96,975 16,505 80,470

内沢　真申 63,150 1,650 40,500 21,000

田代　博之 42,150 1,650 40,500     

合　計 1,666,726 243,590 65,698 364,649  145,525    409,380 40,000 127,569 238,504    31,811

（単位：円）
（改選後）８～３月分　

●議会放送　お聴きいただき

ご意見をお寄せください●

　カシオペア FM で一般質問の録音を放送して

います。放送は 19 時～ 21 時頃と９時～ 11

時頃の２回です。放送日は一般質問終了後の調

整となります（ホームページでお知らせします）。

　この放送についてのご意見、ご感想をお寄せ

ください。

二戸市議会メールアドレス
gikai@city.ninohe.iwate.jp　
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　 　 臨 時 会 、 ク イ ズ 、 活 動 報 告視 察 レ ポ ー ト 、 編 集 後 記

　 いつも議会だよりをご愛読頂きましてありがとうございます。

　 我々新人議員は、当選後丸一年が経ち全ての月の議会を経験しました。

　今回の６月議会では５人の新人議員全員が一般質問に立ち、総勢 11 名 

< 編  集  後  記 >< 編  集  後  記 >
＊広聴広報委員会

　　委員長　   戸 来   守 和　　

＊広報部会

   　部会長   　田 口   一 男

   　副部会長　堀 野　忠 教  

   　委　員   　土佐野  　淳

　　　　　      田 川   　 晃

　　　　　　　沼 井   賢 壮

の一般質問になりました。多方面からの視点による一般

質問が出る今の二戸市議会は、活気がある状況だと思い

ます。議会の様子は YouTube でも見ることができます。

議員の名前で検索すれば、その議員の一般質問も見るこ

とができますよ。一度のぞいてみませんか？

　　　　　　　　　　　　　　　　  （土佐野  　淳　記）

　９月定例会は、９月５日
（木）から開会される予定で

す。
　９月定例会では、一般質
問のほか、決算や補正予算
などについて審議が行われ
ます。

　詳しい日程は二戸市議会
ホームページでご確認いた
だくか、議会事務局までお
問い合わせください。（電話
０１９５- ２３- １６８５）

９月定例会が
  開会されます

▪ 応募方法　
　クイズの答えと住所、氏名、年齢、議会へのご意見や議会だよりを読んだ感想・
ご意見を必ずご記入の上、ハガキやファックス、電子メールにてご応募ください。 
　正解者の中から抽選で５人に図書カード 1,000 円分をお贈りします。当選者
の発表は発送をもって代えさせていただきます。

※ご意見、感想等は議会だよりの紙面でご紹介させていただくことがあります
のでご了承ください。（氏名非公開）

▪ あて先　〒 028-6192　二戸市福岡字川又 47　二戸市議会事務局   
　 　　　　F  A  X：0195-23-1633　 メール： gikai@city.ninohe.iwate.jp
▪ 締切　令和６年９月 30 日（月）※ 当日消印有効　　　　

（  前回の答え…   「 北　桜 」  ）

紙面の中から答えを見つけてね！

議会だよりクイズ
　　下の○に当てはまる言葉（漢字３文字）を入れてください
　　　　
　  二戸市議会では、市民の声を聴くために
　　　　　　　　　　　　○○○を設置しました。    

みなさまの声を聞かせて！

クイズにご応募いただい
た皆さまからのご意見を
ご紹介しながら、二戸市
の 今 を 考 え ま す。　　

・議会だよりについて

　現役で草取りを頑張っています。議会だよりは、

いつも時間をかけてすみからすみまで読んでいます。

《編集後記》《声のひろば》も楽しみの１つです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（浄法寺の方）

　カラーでイラストも入り、以前より読みやすい紙

面になっていると感じました。（堀野の方）

　
・意見交換会について

　福岡中学校と市議会との意見交換会はすごく良

い試みだと思いました。こういう場は中学生の方々

にとっても良い経験になると思うので、これから

もぜひ続けて欲しいと思います。（堀野の方）

　二戸についてわかるので、毎回読むのが楽しみ

です。中学生との意見交換会は、直接話が出来る

機会でありとてもいいと思った。

これからも意見を言える場を作って

欲しいと思う。（堀野の方）

７月 16 日に令和 6 年 7 月臨時会が招集され、市長提出の議案１件について審議を行いました。

■ 財産（医療機器）の取得について 【可決（賛成多数）】　

       内容　医療の用に供する画像診断機器等を買入れしようとするもの

令和６年７月　臨時会令和６年７月　臨時会

議会活動の報告 (5 月から７月）

　５月
　　10 日
　　   ○閉会中の総務常任委員会
　　16 日
　　   ○議会運営委員会
　　20 日
　　   ○臨時会
           ○議員全員協議会
        24 日
　　   ○閉会中の総務常任委員会
        30 日
           ○閉会中の産業建設常任委員会
　６月
　　６日
　　   ○閉会中の総務常任委員会
　　   ○閉会中の産業建設常任委員会
        ７日
　　   ○議員全員協議会
　　   ○市政調査会幹事・監査会

　　12 日
　　   ○議会運営委員会
　　  ○広聴広報委員会 広聴部会         
　　14 日～ 28 日   
　　   ○６月定例会
　　14 日
　　   ○市政調査会総会
　　   ○広聴広報委員会
　　   ○文教福祉常任委員会
　　28 日
　　   ○議会運営委員会
           ○議員全員協議会　　
７月
　　1 日
　　   ○閉会中の総務常任委員会
　　   ○広聴広報委員会 広聴部会
　　２日～３日   
　　   ○産業建設常任委員会行政視察
　　

　  ５日
　     ○金田一中学校との意見交換会　   
　   ８日
　       ○議員定数等調査検討特別委員会
　   11 日
　　   ○議会運営委員会
       16 日
　　   ○臨時会
　　   ○議員全員協議会
　　   ○広聴広報委員会 広報部会
       18 日
           ○浄法寺中学校との意見交換会
　   22 日
　       ○議員定数等調査検討特別委員会
       31 日
　　   ○福岡高校との意見交換会　　   

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です。

議　案　名　等
土
佐
野　
淳 

髙
村　
人
司

柴
田　
清
克

堀
野　
忠
教

菅
原　
規
正

戸
来　
守
和

國
分　
敏
彦

駒
木　
　
昇

田
川　
　
晃

沼
井　
賢
壮

小
田
島
行
伸

出
堀　
満
則

岩
崎　
敬
郎

新
畑　
鉄
男

畠
中　
泰
子

田
口　
一
男

内
沢　
真
申

田
代　
博
之

財産（医療機器）の取得について × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 議 ○

※議長は採決には加わりません。　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対

視察レポート視察レポート

栃木県塩谷町での管外行政調査の様子

　常任委員会で管外行政調査を実施し、先進地の取り組みを
学びました。

【視察日】令和６年７月２日（火）～３日（水）
　【視察先】栃木県日光市、塩谷町
　【視察者】畠中泰子委員長、新畑鉄男副委員長、堀野忠教委員、國分敏彦委員、　　

　　　        出堀満則委員、田代博之委員

産業建設産業建設
常任委員会常任委員会

　栃木県日光市　日光東照宮、日光山輪王寺（大猷院）

　「国産漆 ( 浄法寺漆 ) と国宝・重要文化財の保存修復」

　塩谷町　「連携と共有の鳥獣被害対策」

　平成 20 年度から、世界文化遺産の日光東照宮、日光山輪王寺などの日光の国宝・重要文化財の修復に浄法寺漆

が使われている。修復作業をしている「日光社寺文化財保存会」より、修復が終わったところ、修復中のところ、

今後、修理するところについて説明を頂いた。

　〔所感〕国宝・世界遺産を守る国内最大の漆産地として、生産者、漆を使う人、漆の精製業者等、関係者間の情

報の共有と連携により、漆の掻き方、使い方、品質の向上、供給体制の発展が求められていると感じた。

　塩谷町では、町内全域でイノシシやシカ等による農作物の被害に加え、

畦畔等の掘り起こしや果樹の食害などがあり、地域毎の野生鳥獣の生息状

況調査や集落環境診断、地元説明会の実施により、住民の意識改革が進め

られていた。

　〔所感〕被害の実態調査を行い、被害の多い集落との話し合いを行い、国、

県の補助を活用して被害防止を進めていくことが必要である。
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二戸市議会のホームページ　　　　　　 http://www.city.ninohe.lg.jp/info/2148
二戸市議会のメールアドレス 　　　 gikai@city.ninohe.iwate.jp　
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右のＱＲコードからも
ホームページにアクセス

できます→

　福中野球部は、全員の個性と笑顔が輝く３年生９名と、大き

な躍進が期待できる２年生９名、そしてフレッシュな１年生が

１７名加入し、総勢３５名で活動しています。顧問の関先生や保

護者・地域の皆様の温かくも力強いご支援のもと、生徒は精一杯

自分の世界を広げ、成長を続けています。

　日常の活動では、特に目的意識をもち行動することや、自分の

役割を全力で果たすことに心を注いでいます。他者と協働しなが

ら、自分の力で力強く歩む生徒の姿を願い、私も共に日々学んで

います。

菅原 孝太さん

二戸市立福岡中学校二戸市立福岡中学校
声 の

KOE NO HIROBA

ひひろろばば 野球部顧問

　このコーナーでは、市民の皆さまのまちづくりに対する思いを紹介します。

　みなさまと一緒に、このまちの未来を考えていきたいと思います。

 福岡三葉クラブ６年ぶり３度目の東北大会優勝おめでとう！

白熱する論戦の様子など、議会（本会議）を間近で　
見てみませんか。傍聴は当日の受付で OK です。
傍聴席での傍聴は、最大 25 名まで可能です。

～議会を傍聴してみませんか～


